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平成22年度事業報告
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平成22年度の実施体制
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企画・運営業務

業務連絡会運営： 12回開催

運営協議会運営： 3回開催

技術連絡会運営補助： 2回開催

特許出願・公開・登録管理

MH21内グループウェアの構築・運用
 コンソーシアム内利用者数 : 136名

 利用者への情報提供数：21件

外部発表管理

運営協議会

技術連絡会
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（参考）運営協議会メンバー

プロジェクトリーダー

東京大学 増田 昌敬

サブプロジェクトリーダー

（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構 大野 健二

（独）産業技術総合研究所 成田 英夫

委員

（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構 佐伯 龍男

（独）産業技術総合研究所 天満 則夫

石油資源開発（株） 福田 賢

日本海洋掘削（株） 中村 雅洋

日本オイルエンジニアリング（株） 岡田 陽

鹿島建設（株） 藤村 久夫

（財）エンジニアリング振興協会 三浦 秀夫

※ その他、オブザーバーとして各ＧＬ及び資源エネルギー庁担当者等が参加。
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特許出願・公開・登録

特許公開
 公開日：2011年1月20日 （出願日：2009年7月2日）

出願人：独立行政法人産業技術総合研究所

発明の名称：メタンハイドレート分解方法及び装置

課題
メタンハイドレート層から、

低電力で安全に、しかも

効率よくＭＨからメタンを

採取することを可能とする。
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特許出願・公開・登録

特許登録
 特許番号：US 2010/0082257 A1  登録日：2010年4月1日

特許権者：Schlumberger Technology Corporation

発明の名称：Methods and system for acoustically monitoring formations

 特許番号：4543232 登録日：2010年7月9日

特許権者：独立行政法人産業技術総合研究所

発明の名称：メタンハイドレートの分解方法及び分解装置

 特許番号：4662232 登録日：2011年1月14日

特許権者：鹿島建設株式会社

発明の名称：ガスハイドレートの生産方法及びシステム
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平成22年度外部発表件数

（平成23年2月末現在）

「日本地球惑星科学連合2011年大会」

会期：2010年5月23日～28日

会場：幕張メッセ国際会議場

学会発表 講演・報告
論文発表
（査読あり）

投稿
（査読なし）

資料提供
（教育）

資料提供
（ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ）

資料提供
（その他）

96 19 8 109 9 23 27

合計

平成22年度

291

「2010年度日本海洋学会秋季大会」

会期： 2010年9月6日～10日

会場：東京農業大学生物産業学部

「メタンハイドレート資源開発国際シンポジウム」

会期：2010年11月15日～17日

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター
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広報業務

WEB（MH21ホームページ）
 フェーズ2ホームページ(英語版)

制作→平成22年10月1日公開

 イベント情報・関係資料の更新

 アクセス数：152,118件
（平成23年2月末現在）

 質問コーナーへの個別回答： 44件

（平成23年2月末現在）

マスメディア等取材対応
 テレビ・ラジオ：5件

 新聞・雑誌：9件

 その他：3件

（平成23年2月末現在）

フェーズ２ホームページ(英語版)
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MH開発に係わる海外動向調査

政策レベル情報

マスメディアレベル情報

論文・学会レベル情報

フェーズ１（平成20年度まで）
カントリーレポートの作成（紙媒体中心）

海外動向調査（カントリーレポート）

電子データベース化（構築済）
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平成22年度文部科学大臣表彰科学技術賞受賞

文部科学省ホームページ
http://www.mext.go.jp/

平成22年4月13日

文部科学大臣表彰授賞式

(京王プラザホテル)
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石油技術協会 第54回業績賞受賞

石油技術協会ホームページ
http://www.japt.org/index.html

平成22年6月8日

石油技術協会

第75回定時総会

（福岡市福岡国際会議場）
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平成22年度 日本エネルギー学会賞

日本エネルギー学会ホームページ

http://www.jie.or.jp/

第85回通常総会（平成23年2月22日）
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メタンハイドレート資源開発国際シンポジウム開催

日時：平成22年11月15日－17日

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター

主催：

共催：

座長：大野健二(JOGMEC R&D推進特命審議役)

David Boerner(加天然資源省臨時副大臣)

参加者数：329人（うち海外から76人）

参加国数：22カ国



メタンハイドレート資源開発国際シンポジウム開催

国際シンポジウムスケジュール
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平成23年度事業計画
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企画・運営・広報業務

企画

海外動向調査継続・整理

一般向け報告会（平成23年秋頃予定）

運営

運営協議会、業務連絡会の運営、技術連絡会の運営補助

特許出願・公開・登録の管理

外部発表などの管理

グループウェア運用・管理・情報提供

広報

マスメディア等取材対応

ホームページ質問コーナー対応

ホームページの随時更新
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平成23年度各分野予算額

分野 予算額（単位：百万円）

【独/石油天然ガス・金属鉱物資源機構】

フィールド開発技術
資源量評価
推進（企画・運営・広報・環境）

7,732

284

323

【独/産業技術総合研究所】

生産手法開発
資源量評価

570

19

合計 8,929

＊分野ごとで、百万円未満切捨て


